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＜主な進学先＞ 

熊本学園大学、純真学園大学、熊本総合医療リハビリテーション学院、九州中央リハビリテーション

学院、学校法人青照学舎熊本駅前看護リハビリテーション学院、九州電気専門学校、熊本情報ＩＴク

リエイター専門学校、専門学校湖東カレッジ、大原ビジネス公務員専門学校熊本校、西日本教育医療

専門学校、代々木アニメーション学院、九州サンシャイングルーミングスクール 

＜主な就職先＞ 

（株）ヒサダ九州工場、社会福祉法人健成会特別養護老人ホームみゆき園、医療法人社団藤岡会、社

会福祉法人百八会、再春館製薬所、（株）イートスタイル、（株）コーボーテキスタイル、（株）千成堂、

（株）永伸 

 

 

 

 

＜答辞＞在校生の皆さん、私たちは本日でこの学校を去ることになりますが、今ま 

での先輩方が培ってこられた伝統や学びを決して忘れることなく、皆さんがこれ 

まで以上に成長できるよう願っています。甲佐高校は生徒全員が主役になれると 

ころです。自分に自信をもって残りの学校生活を楽しんでください。生徒会が考 

えたテーマのもと、まだまだ進化できると思います。私たちは陰ながら応援して 

います。これまで私たちと出会い、携わってくださった校長先生をはじめ先生方、 

御来賓の皆様、在校生、保護者の皆様に感謝の気持ちを忘れず、この甲佐高校で

得た多くの思い出、学び、誇りを人生の糧とし今後の人生を自分自身で創り上げていきます。本当に

ありがとうございました。（一部抜粋） 

＜送辞＞高校生活の中で先輩方はたくさんのことを教えてくださいました。先輩方との思い出は言

い尽くせない程たくさんあります。どんな時も仲間を思いやり、笑顔を絶やさず、 

やるべき時にはしっかりとやるという姿勢は私たち在校生にとってお手本です。こ 

れから先、大きな壁にぶつかることもあるかと思います。その時は高校生活で頑張 

ったことを思い出し、自分自身を信じて乗り越えていかれることを信じています。 

私たち在校生も伝統あるこの甲佐高等学校で先輩方の想いを受け継ぎ、笑顔あふれ 

る学校にしていくよう、精一杯努力し続けます。（一部抜粋） 

卒業生が体育館から退場する

と、外の通路では松橋西支援

学校高等部上益城分教室のみ

なさんが花のアーチを作って

出迎えてくれました。 

 

美術部・生

徒会・有志

による黒板

アート 

 

３月 1日（金）に卒業証書授与式が行われました。今年は、たくさんの来賓の方々にお越しいただ

き、１・２年生も参加しての式となりました。 

 



   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                

 

    

２月２９日（木）の卒業式の練習の合間にサプ 

ライズで３年生を送る会を行いました。生徒会が 

企画・制作したお祝いメッセージ満載の動画の視 

聴や生徒会によるダンス、在校生・職員から歌のプレゼントなど、３年生に対する思いがたくさんつ

まった今年も心温まる会になりました。 

 

 

図書委員会が企画したオセロ大会が３月１５

日（金）から３日間、昼休みに開催されました。

大会参加希望者は 

１２人、トーナメ 

ント方式で行われ 

ました。みんな楽 

しそうに対戦して 

いました。 

 

 

２月２６日（月）に建設業協会の現場見学を行いました。３限目まで授業を受け 

た後、バスを利用して熊本県建設業協会上益城支部の方々にお世話になり現場見学 

に出かけました。甲佐総合運動公園サッカー場災害復旧工事現場や甲佐町世持地区 

の中山間地域総合整備事業の現場などを見学させてもらいました。 

 

 

 

 

 

２月２日（金）、１年生は LHR でパラスポー

ツのひとつである「ボッチャ」の体験を行いまし

た。始めはボールのコント 

ロールに苦戦していた生徒 

たちも、最終試合ではボー 

ルの距離が数ミリで勝負が 

つくような接戦を繰り広げ 

ていました。 

 

 

３月８日（金）に甲佐町地域包括支援センターのご協力で「認知症サポータ 

ー養成講座」を２年生全員が受けました。ある生徒の感想です。「私は今まで 

認知症の方やご家族を見ても、トラブルにしたくないと思い声をかけられずに 

いました。今回の講座で、誰でも発症する可能性があり、本人もご家族も不安であることがわかった

ので、自分からコミュニケーションをとって、気にかけているというサインを伝えたいと思いまし

た。」ご指導いただいた有限会社せせらぎの高橋様ありがとうございました。 

 

 

３月２１日（木）に松橋西支援学校高等部上益城分教室のみなさんと一緒 

にクリーンアップ活動を行いました。校内や日頃お世話になっている学校周 

辺のバス停や花壇、加藤神社の清掃を行いました。また、今年は１年生が総 

合的な探求の時間で調べ学習を行った陣ノ内城跡の清掃も行いました。 

した。 

 

 

 

 

２月２６日（月）、グループワークやディスカッション、模擬面接などの参加 

型プログラムを通して就職に向けた必要な知識や実践力などをつけるための就 

職ガイダンスを終日行いました。（株）東京リーガルマインドから講師の先生に 

来ていただいて、仕事についての講話、自己 PR の練習、模擬面接など盛りだく 

さんの内容でした。 

 

 

 


